
 

 

 

 

 

 

 

 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

理

論

編

１  

基 本 的 な 理 論 １  

〈 教 科 化 の 背 景 ・

道 徳 科 の 目 標 〉  

 

 

理 論  

「 教 科 化 の 背 景 」  

「 道 徳 科 の 目 標 」 ｐ ５ ～ ７  

ね ら い  教 科 化 の 背 景 と 道 徳 科 の 目 標 に つ い て ， 共 通 理 解 を

図 る 。  

流 れ  ① こ れ ま で の 道 徳 の 授 業 を 振 り 返 り ， 教 科 化 さ れ て

変 わ っ た こ と は ど の よ う な こ と だ と 思 う か ， 意 見

を 交 換 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 教 科 化 の 背 景 」と「 道 徳 科 の

目 標 」 を 確 認 す る 。  

理

論

編

２  

基 本 的 な 理 論 ２  

〈「 考 え ， 議 論 す る

道 徳 」 の 捉 え 方 〉  

 
 

理 論  

「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 の

捉 え 方 」 ｐ ８  

ね ら い  「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 捉 え 方 に つ い て ， 共 通 理

解 を 図 る 。  

流 れ  ① 「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 各 自 の 捉 え 方 を ワ ー ク

シ ー ト に 書 き ， 共 有 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 の 捉

え 方 」 を 確 認 す る 。  

理

論

編

３  

内 容 項 目 の 理 解  

 

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 内 容 項 目 を 理 解 す る ポ イ

ン ト 」 ｐ ６ ２  

内 容 項 目 集 ｐ １ ０ ～ １ １  

ね ら い  児 童 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ て 指 導 内 容 が 異 な る こ

と を 押 さ え ， 内 容 項 目 の 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 内 容 項 目 を 理 解 す る ポ イ ン

ト 」 を 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 「 内 容 項 目 集 」 で 指 導 の 要 点 に

つ い て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

４  

教 師 の 明 確 な 意 図  

 

 

 

 

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 教 師 の 明 確 な 意 図 」 ｐ ６ ６  

ね ら い  「 明 確 な 意 図 」 を 持 つ た め に 必 要 な ３ 点 （ 内 容 項 目

の 理 解 ， 児 童 生 徒 の 実 態 把 握 ， 教 材 の 活 用 ） に つ い

て の 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 道 徳 の 授 業 づ く り で 大 切 だ と 思 う こ と に つ い て ，

意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 教 師 の 明 確 な 意 図 」 に つ い

て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

５  

 

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

（ 全 体 ）  

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン

ト 」 ｐ ６ １  

ね ら い  １ 時 間 の 学 習 指 導 過 程 を 構 想 す る 時 に 押 さ え て お

き た い ４ つ の ポ イ ン ト を 確 認 す る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 を ど の よ う な 流 れ で 構 想 し て

い る か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン

ト 」 を 確 認 す る 。  

  ①５分コース「ワンポイント研修」（打合せ・職員会議など） 

理論編  

（２）校内研修の具体例  

道
徳
科
の
基
本
を
押
さ
え
る 

明
確
な
意
図
を
持
つ 

 



 

 

 

理

論

編

６  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 問 題 意 識 を 持 た せ る 〉  

 

 
 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 導 入 の 工 夫 」 ｐ ６ ８  

ね ら い  児 童 生 徒 が 問 題 意 識 を 持 つ た め の 導 入 の 工 夫 に つ

い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 の 導 入 場 面 で ど の よ う な 学 習

活 動 を し て い る か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 導 入 の 工 夫 」に つ い て ，確 認

す る 。  

理

論

編

７  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 多 面 的 ・ 多 角 的

に 考 え さ せ る 〉  

 
 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ

せ る 学 習 」 ｐ ７ ３ ～ ７ ４  

ね ら い  児 童 生 徒 が 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え る た め の 工 夫 に つ

い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 短 め の 教 材 を 取 り 上 げ ， 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ

せ る た め に ， ど の よ う な 発 問 や 学 習 活 動 が で き る

か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 多 面 的・多 角 的 に 考 え さ せ る

学 習 」 に つ い て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

８  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 自 分 と の 関 わ り

で 考 え さ せ る 〉  
 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ

せ る 学 習 」 ｐ ７ １  

ね ら い  児 童 生 徒 が 自 分 と の 関 わ り で 考 え る た め の 工 夫 に

つ い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ

る 学 習 」 に つ い て ， 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 学 習 指 導 案 集 で 発 問 や 学 習 活

動 の 例 を 確 認 す る 。  

理

論

編

９  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 自 己 ( 人 間 と し て ) の 生 き

方 に つ い て 考 え さ せ る 〉  

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 終 末 の 工 夫 」 ｐ ７ ０  

ね ら い  児 童 生 徒 が 自 己 （ 人 間 と し て ） の 生 き 方 に つ い て 考

え る た め の 終 末 の 工 夫 に つ い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 終 末 の 工 夫 」に つ い て ，確 認

す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 学 習 指 導 案 集 で 発 問 や 学 習 活

動 の 例 を 確 認 す る 。  

理

論

編

10 

発 問 づ く り  

 

 

 

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 発 問 づ く り 」 ｐ ７ ５ ～ ７ ８  

ね ら い  授 業 の ね ら い に 迫 る た め の 発 問 づ く り に つ い て ， 理

解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 で ， ど の よ う な 発 問 を し て い る

か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ね ら い に 応 じ た 発 問 の 例 を 確

認 す る 。  

理

論

編

11 

評 価 の 基 本 的 な  

考 え 方  

 
 

道 徳 科 の 評 価  

「 評 価 の 意 義 」 「 授 業 構 想 か

ら 評 価 ま で の 流 れ 」 「 見 取

り の 方 法 」「 見 取 り の 工 夫 」 

ｐ ８ ５ ～ ８ ９  

ね ら い  道 徳 科 の 評 価 に つ い て の 基 本 的 な 考 え 方 と 見 取 り

の 方 法 に つ い て ， 共 通 理 解 を 図 る 。  

流 れ  ① 道 徳 科 の 評 価 を ど の よ う に 行 っ て き た か ， ど の よ

う に 行 え ば よ い と 思 う か を ， 意 見 交 換 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 道 徳 科 の 評 価 の 基 本 的 な 考 え

方 と 評 価 を 行 う 際 に 押 さ え て お き た い 大 き な ２

つ の 視 点 を 確 認 す る 。  

 

学
習
指
導
過
程
を
構
想
す
る 
発
問
を
工
夫
す
る 

評
価
の
基
本
を
押
さ
え
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 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

演

習

編

１  

自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ る  

展 開 例  

 

 

 

 

 

 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ る 」  

「 板 書 の 工 夫 」 ｐ ７ １ ， ｐ ７ ８  

ね ら い  心 情 ス ケ ー ル を 活 用 し ，自 分 と の 関 わ り で

考 え る こ と に つ い て 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で 要 点 を 確 認 し ，テ ー マ

を 提 示 す る 。対 立 が 生 じ る 身 近 な テ ー マ

だ と よ い 。  

② 黒 板 か 模 造 紙 に 心 情 ス ケ ー ル を 書 き ，自

分 の 考 え に 近 い 場 所 に 名 前 を 書 く 。  

③ 他 の 教 師 の 考 え と そ の 理 由 を 聞 き ，様 々

な 考 え を 共 有 す る 。  

演

習

編

２  

多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ せ る  

展 開 例  

 

 

 

 

 

 
 
 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ せ る 」  

「 板 書 の 工 夫 」ｐ ７ ３ ～ ７ ４ ，ｐ ８ １  

ね ら い  ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を 活 用 し ，多 面 的 ・ 多 角

的 に 考 え る こ と に つ い て 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で 要 点 を 確 認 し ，テ ー マ

を 提 示 す る 。複 数 の 感 情 や 葛 藤 が 生 ま れ

る よ う な 身 近 な テ ー マ だ と よ い 。  

② ワ ー ク シ ー ト に 各 自 の 考 え を 書 く 。時 間

が あ れ ば 近 く の 人 と 意 見 交 換 を す る 。  

③ 進 行 役 の 教 師（ 道 徳 教 育 推 進 教 師 等 ）が

模 造 紙 や 黒 板 に ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を 作

成 す る 。  

演

習

編

３  

ね ら い に 迫 る た め の  

発 問 を 構 想 す る  

 

 

 

 

 

 

 

内 容 項 目 集  ｐ １ ０ ～  

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 発 問 づ く り 」 ｐ ７ ５ ～ ７ ６  

 

ね ら い  実 際 の 教 材 を 活 用 し ，ね ら い に 迫 る た め の

発 問 を 構 想 す る 。  

流 れ  ※ 事 前 に 教 材 を 読 ん だ 上 で 研 修 を 行 う 。短

め の 教 材 や ，長 年 活 用 さ れ て い る 教 材 に

す る と 進 め や す い 。中 心 場 面 を ど こ に す

る か 考 え て お く 。  

①「『 指 導 の 要 点 』と 教 材 関 連 表 」を 参 考 に ，

授 業 の ね ら い を 共 通 理 解 す る 。  

② 中 心 場 面 を 設 定 し ，ね ら い に 迫 る た め の

発 問 を 考 え る 。  

③ 他 の 教 師 の 考 え を 聞 き ，様 々 な 考 え を 共

有 す る 。  

 

 

演習編  

で き る  で き な い  

 

苦 手 だ と は
言 え な い  

 

 

 

気 持 ち は  
う れ し い  

 

考 え や す い 教 材 の 例  

＜ 小 学 校 ＞  

・ 大 き な 絵 は が き （ 小 ４ ）  

・ 手 品 師 （ 小 ６ ）  

＜ 中 学 校 ＞  

・ 銀 色 の ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ （ 中 １ ） 

・ 二 通 の 手 紙 （ 中 ３ ）  

 

発
問
を
工
夫
す
る 

思
考
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を
知
る 

と り あ え ず

お 礼 を  

言 わ な き ゃ  

 

 

も ら っ た お 土 産 が  
苦 手 な 食 べ 物 だ っ た ら  

 

 

 

こ っ そ り  

誰 か に  

あ げ よ う  



 

 

 

 

 

 

 

 

ね  

ら  

い  

「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 捉 え 方 に つ い て ， 共 通 理 解 を 図 る 。  

準  

備  

物  

参 加 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， 筆 記 用 具  

進 行 役 の 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， ワ ー ク シ ー ト  

研  

修  

の  

流  

れ  

時 間  活 動 内 容  進 行 手 順  

30 秒  ね ら い の 確 認  「 道 徳 科 で は『 考 え ，議 論 す る 道 徳 』の 授 業 へ の 転 換

が 求 め ら れ て い ま す 。 今 日 は ，『 考 え ， 議 論 す る 道

徳 』と は ど の よ う な 授 業 な の か ，み な さ ん で 考 え て

い き た い と 思 い ま す 。」  

４ 分  「 考 え ， 議 論 す

る 道 徳 」 に つ い

て 考 え る  

「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 と は ， ど う い う 授 業 だ と 思

い ま す か 。 ワ ー ク シ ー ト に 書 い て み て く だ さ い 。」  

（ 書 く ）  

「 書 い た こ と を ３ ～ ４ 人 の 小 グ ル ー プ を 作 っ て 共 有

し て く だ さ い 。」  

（ 話 合 い ）  

「 学 年 で 話 し て み て ，『 や っ ぱ り そ う だ よ ね 』 や 『 そ

ん な 考 え 方 も あ っ た の か 』と 思 っ た 考 え は あ り ま し

た か 。今 ，先 生 方 が 行 っ た こ と が ，道 徳 科 で 言 う『 議

論 す る 』 と い う こ と の 第 一 歩 だ と 思 い ま す 。」  

・サ ポ ー ト ブ ッ ク の「 考 え ，議 論 す る 道 徳 と は 」を 基

に 説 明 す る 。  

30 秒  ま と め  「 こ れ か ら 道 徳 の 授 業 を 行 う 際 に ，今 日 み な さ ん で 考

え て 確 認 し た『 考 え ，議 論 す る 』こ と を 意 識 し て 進

め て い き ま し ょ う 。」  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ワ ー ク シ ー ト 例  

研修会の進め方  

（例）５分コース「ワンポイント研修」 

理論編２ 「基本的な理論２」  

こ の よ う な 研 修 を 継 続 す る こ

と で ， 日 常 的 に 道 徳 に つ い て

話 し 合 え る 雰 囲 気 が で き ， 学

校 全 体 の 授 業 力 を 向 上 さ せ る

こ と に つ な が り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 


